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＜連絡事項＞
・東病棟のインフルエンザ予防接種は11/27～実施予定です。その前に患者様が転出により病棟移動となった際には、移動先の病棟へ予防接種行っていない事も申し送るようにして下さい。

＜入室状況＞
・袴田　将志様→東Aユニット15号室→9号室(本日9：30から終日隔離開始の為)
＜患者様連絡事項＞
・大澤　廣子様～本人より牛乳からヨーグルトにしてほしいと希望あり。主治医へ確認し許可あり。栄養スタッフへ伝え、明朝より変更となる。
・木村　正志様～退院時必要な書類はケアマネ宛の退院時サマリーと退院療養計画書(途中まで担当作成済み)。紹介所は主治医作成中。八戸赤十字病院への初外来日の調整がつかない場合には日程調整中で記入するようにとの事(SW・担当スタッフより)。退院時処方は30日分で処方頂いている。
・下村　慶子様～薬疹疑いにて主治医不在の為、田名部Drへ報告し本日の皮膚科診察時に診てもらうようにとの事。排便-5日目にてケンエーG浣腸60ml処方となり、施行するも反応便は無い。深夜帯・日勤帯での排尿少ない為、再度田名部Drへ報告し点滴2本・利尿剤(静注用)1本処方・施行の指示。
・和田　昌様～排便-7日目にて主治医よりケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行の指示あり、実施し、反応便少量のみあり。
・神田　直樹様～ベッドの木枠に触れた際に、木片が右指に刺さったとの事。診察で来棟されていた田名部Drより診て頂くが、木片は認めず。既にとれた可能性があるが、若干の切傷があり、ゲンタマイシン軟膏1本処方・塗布の指示となる。
・三浦　正四郎様～午後に前回中断した心理検査実施し、拒否無く終了している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～飲水行動頻回にみられ介入にも易怒性あり制止する事は出来ず。眼光の鋭さ見られている。9:30主治医指示にて過度の水飲み行為があり、身体的な危険もあるため終日隔離開始。隔離対応後は、臥床傾向みられる。飲水について伺うと、自覚なく自分は悪くない等の発言みられている。眼光の鋭さやスタッフ対面時の多弁さあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・藤井　崇史様～時間隔離中。ホールで他者交流、干渉みられるが、トラブルは無く経過。ややスタッフへの話し掛け多くあるも、話を切り上げる事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。開放中は飲水行動、他者への私物弄りあり介入すると一時的に止めるも、すぐに同行為繰り返している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・神田　直樹様～余暇は臥床し経過。開放中は私物要求あるが過度となる事は無い。
　　　　　　　　時折、話し掛けあるも、話を聞上げる事ができ、スタッフ対応穏やか。

引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様情報＞

・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常なし、食事は自力にて全量摂取される。
　　　　　　　　背部痛の訴え聞かれている。
・飯田　修子様～右膝の浸出液は少量あり、下腿にかけて腫脹・熱感は持続している。
・和田　昌様～覚醒不良の為、食事・内服は出来ず。呼名には反応あるが、直ぐに閉眼　
　　　　　　　される。痰鳴・湿性咳嗽あり適宜に吸引実施している。
・稲村　留吉様～食事や内服拒否なし。帰宅要求聞かれず対面時は穏やか。
・伊藤　和子様～自室にて穏やかに過ごすも、様子を伺ったときに、妄想様の発言、多弁さみられている。ユニットドア開閉時に、出ようとする事あり、介入要す。
・高屋敷　良子様～食事は、自力で全量摂取する。むせ込みなく、嚥下状況問題なし。服薬拒否なし。疎通良好。
・下村　慶子様～体温37.0℃、その他バイタル異常なし。顔面紅潮・全身の発疹は
　　　　　　　　持続され掻痒感と疼痛の訴え聞かれている。
＜皮膚科診察情報＞
・吉田　周治様～特変なし。同前処置。

・小向　静江様～①左腸骨部潰瘍→肉芽融解・膿汁(+)
　　　　　　　　　ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護+テープ固定(1日2回)
　　　　　　　　②両踵→稍軽快　ゲーベンクリーム+ガーゼ保護
　　　　　　　　③陰股部→稍軽快　エキザルベ軟膏塗布
　　　　　　　　Rp）ゲーベンクリーム2本・ゲンタマイシン軟膏5本処方。

・夏坂　浩美様～①左踵に潰瘍(褥瘡)→ゲーベンクリーム+ガーゼ保護
　　　　　　　　②仙骨部表皮剥離→ゲンタマイシン軟膏塗布
　　　　　　　　③背部著変なし。同前処置。
　　　　　　　　Rp）ゲーベンクリーム1本・ゲンタマイシン軟膏1本処方。
・下村　慶子様～全身皮膚に小結節播種状
11/12検査（造影剤使用）、11/13発疹出現。痒み（++）。薬疹考えられる。

Rp) ①プレドニゾロン(5)3T 3×毎食後/4日分(本日夕から服用)
②デルモゾ―ルＤＰ軟膏 5本

③タベジール2T 2×朝・夕食後/4日分(本日夕から服用)
上記服用後、来週月曜日にも症状軽快しなければ再度報告するように。
・鎌田　慶一郎様～特変なし。同前処置。
・木村　正志様～特変なし。同前処置。
　　　　　　　　Rp）デルモゾ―ルDP軟膏2本
・木村　美智子様～特変なし。同前処置。
・嶋守　敏雄様～右第2指末節発赤・腫脹、化膿(＋)、痛み(＋)
　　　　　　　　瘭疽(ひょうそ)。
　　　　　　　　Rp) ①ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ(200)2T 2×朝・夕食後/5日分(本日夕から服用)
　　　　　　　　　　②ゲンタマイシン軟膏1本
・水梨　孝純様～特変なし。同前処置。
・泉山　紀子様～特変なし。掻痕(＋)。同前処置。
・飯田　修子様～1週間程前に転倒。右膝の発赤・出血(+)。
　　　　　　　　ピペラシリン点滴6日間（11/8～11/13迄）
セフトリアキソン点滴　2回/日（11/14～11/15迄）

Rp）①クラリスロマイシン（200）2T　2×朝・夕食後/4日分

②ゲンタマイシン軟膏2本（塗布+ガーゼ）
他特変なし。同前処置。
・木村　格治様～褐色局面一部増強。同処置。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬アリピプラゾールOD12㎎追加、他同内容で7日分処方。
・袴田　将志様～臨時薬アリピプラゾールOD24㎎追加、他同内容で7日分処方。
　　　　　　　　不眠時頓服薬7回分処方。
・藤井　孝蔵様～臨時薬ビペリデン4㎎→3㎎へ減量、他同内容で7日分処方。
　　　　　　　　持参薬ポラプレジンクは薬局取り寄せ中。それまで休薬の指示。
・小向　静江様～臨時薬同内容で7日分処方。
・工藤　悦子様～臨時薬ゾルピデム5㎎→10㎎、ラックビー3g→2gへ変更となり、
他同内容で7日分処方。
・大澤　廣子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・木村　正志様～退院時処方30日分処方となる。
・沢田　徳則様～臨時薬同内容で7日分処方。
・鎌田　慶一郎様～臨時薬センナリド追加、他同内容で7日分処方。IFオーダー便秘時の
指示あり。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・中村　美代子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・高屋敷　良子様～臨時薬同内容で1日分処方。IFオーダー便秘時の指示あり。
・佐々木　尚子様～臨時薬同内容で7日分処方。アレルギーある為、魚禁となる。
